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２
・
１６

岐
阜
県
各
務
原
市
議
会

議
員
行
政
視
察
来
庁

１８

議
会
運
営
委
員
会

２５

第
一
回
定
例
会
本
会
議

２６

第
一
回
定
例
会
本
会
議

３
・
４

第
一
回
定
例
会
本
会
議

５

第
一
回
定
例
会
本
会
議

８

第
一
回
定
例
会
本
会
議

１０

総
務
常
任
委
員
会

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

１２

市
民
経
済
常
任
委
員
会

建
設
水
道
常
任
委
員
会

１５

総
務
常
任
委
員
会

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

１６

市
民
経
済
常
任
委
員
会

建
設
水
道
常
任
委
員
会

１７

基
地
対
策
特
別
委
員
会

２２

議
会
運
営
委
員
会

２４

第
一
回
定
例
会
本
会
議

２６

高
座
清
掃
施
設
組
合
議

会

２９

関
議
員
外
三
名
行
政
視

察
…
宮
城
県
気
仙
沼
市

（
〜
３０
）

３０

地
方
自
治
功
労
者
表
彰

式

４
・
１２

千
葉
県
浦
安
市
議
会
議

員
行
政
視
察
来
庁

１９

第
一
七
二
回
神
奈
川
県

市
議
会
議
長
会
定
例
会

２１

関
東
市
議
会
議
長
会
支

部
長
会
議

２２

関
東
市
議
会
議
長
会
定

期
総
会

２６

県
央
八
市
議
会
議
長
連

絡
協
議
会
定
例
会
・
議

長
研
修
会
…
静
岡
県
浜

松
市
（
〜
２７
）

大
阪
府
柏
原
市
議
会
議

員
行
政
視
察
来
庁

２８

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

会

５
・
１１

議
会
運
営
委
員
会
委
員

行
政
視
察
…
岐
阜
県
各

務
原
市
・
愛
知
県
一
宮

市
（
〜
１２
）

▽

二
月
二
十
五
日
、
開
会
、
会

期
決
定
、会
議
録
署
名
議
員
指
名
、

議
案
上
程
・
提
案
説
明
・
総
括
質
疑

▽

二
月
二
十
六
日
、総
括
質
疑
・

委
員
会
付
託

▽

三
月
四
日
、五
日
、一
般
質
問

▽

三
月
八
日
、
一
般
質
問
、
追

加
議
案
上
程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・

委
員
会
付
託

▽

三
月
二
十
四
日
、
委
員
会
審

査
報
告
・
質
疑
・
討
論
・
採
決
、

基
地
対
策
特
別
委
員
会
中
間
報
告
、

追
加
議
案
上
程
（
提
案
説
明
・
質

疑
・
委
員
会
付
託
・
討
論
省
略
）・

採
決
、
閉
会

な
お
、
総
括
質
疑
と
討
論
は
、

次
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

総
括
質
疑
（
二
月
二
十
五
日
）

安
斉
昭
雄
（
自
民
党
明
政
会
）、

曽
根
寿
太
郎
（
政
和
会
）、

（
二
月
二
十
六
日
）
金
子
文
子

（
無
会
派
）
浜
野
修
司
（
市
政
ク

ラ
ブ
）、小
野
た
づ
子
（
公
明
党
）、

中
澤
邦
雄
（
日
本
共
産
党
）

討
論
（
三
月
二
十
四
日
）

金
子
文
子
（
無
会
派
）、安
斉
昭

雄
（
自
民
党
明
政
会
）、
中
澤
邦
雄

（
日
本
共
産
党
）、
関
伴
治
（
公
明

党
）、
池
田
徳
晴
（
市
政
ク
ラ
ブ
）

鈴
木
健
治
（
政
和
会
）

教
育
委
員
会
委
員
に

大
塚
知
子
氏
が
再
任

三
月
二
十
四
日
の
本
会
議
に
、

教
育
委
員
会
委
員
の
任
期
満
了
に

伴
い
大
塚
知
子
氏
（
六
十
四
歳
）

を
任
命
し
た
い
と
の
議
案
が
提
出

さ
れ
、
全
員
賛
成
で
任
命
に
同
意

し
ま
し
た
。

本
会
議
で
同
意
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
て
、
四
月
一
日
付
け
に
て
、

教
育
委
員
会
委
員
に
任
命
さ
れ
ま

し
た
。

な
お
、
大
塚
氏
は
二
期
目
で
任

期
は
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
。

三
月
定
例
会
各
常
任
委
員
会
で

審
議
し
ま
し
た
陳
情
は
次
の
と
お

り
決
ま
り
ま
し
た
。

◎

採

択

陳
情
第
９８
号

Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交

渉
及
び
自
由
貿
易
協
定（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）

に
関
す
る
陳
情

陳
情
第
９９
号

神
奈
川
県
最
低

賃
金
改
定
等
に
つ
い
て
陳
情

陳
情
第
１００
号

「
政
府
未
認
定

と
さ
れ
て
い
る
北
朝
鮮
に
よ
る
拉

致
事
件
の
真
相
究
明
と
早
期
の
原

状
回
復
を
求
め
る
意
見
書
提
出
」

に
つ
い
て
の
陳
情

陳
情
第
１０１
号

「
北
朝
鮮
に
よ

る
日
本
人
拉
致
事
件
の
早
期
解
決

の
た
め
に
国
際
社
会
と
の
連
帯
と

関
連
法
整
備
の
早
期
成
立
を
日
本

政
府
に
対
し
て
積
極
的
に
求
め
る

意
見
書
」
に
つ
い
て
の
陳
情

陳
情
第
１０２
号

「
日
本
国
内
に

入
港
す
る
外
国
船
舶
の
船
主
責
任

保
険
の
加
入
を
義
務
付
け
す
る
法

案
」
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

の
陳
情

陳
情
第
１０３
号

よ
ど
号
ハ
イ

ジ
ャ
ッ
ク
犯
の
徹
底
し
た
捜
査
を

求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て
の
陳
情

陳
情
第
１０５
号

緊
急
地
域
雇
用

創
出
特
別
交
付
金
の
継
続
・
改
善

を
求
め
る
陳
情

◎

継
続
審
査

陳
情
第
７９
号

弱
者
救
済
援
護

措
置
条
例
制
定
に
係
わ
る
件
、
御

審
議
の
上
、可
決
成
立
を
希
う
陳
情

陳
情
第
９３
号

高
額
医
療
費
制

度
の
改
善
を
求
め
る
こ
と
に
関
す

る
陳
情

陳
情
第
９４
号

二
〇
〇
四
年
度

の
年
金
制
度
の
改
悪
に
反
対
し
、

「
最
低
保
障
年
金
制
度
の
創
設
」

等
を
求
め
る
陳
情

陳
情
第
９５
号

遺
伝
子
組
み
換

え
作
物
の
栽
培
中
止
を
求
め
る
意

見
書
を
国
に
提
出
す
る
こ
と
に
つ

い
て
の
陳
情

陳
情
第
９６
号

学
校
給
食
に
お

い
て
、
ア
ル
マ
イ
ト
食
器
か
ら
安

全
で
あ
た
た
か
み
の
あ
る
食
器
へ

切
り
替
え
る
よ
う
願
う
陳
情

陳
情
第
９７
号

座
間
小
学
校
の

登
校
時
間
帯
に
交
通
規
制
を
す
る

よ
う
警
察
に
働
き
か
け
る
事
を
求

め
る
陳
情

陳
情
第
１０４
号

一
人
ひ
と
り
の

子
ど
も
に
配
慮
し
た
こ
ま
や
か
な

教
育
の
実
現
の
た
め
、
三
十
人
学

級
の
早
期
実
施
を
求
め
る
陳
情

陳
情
第
１０６
号

私
立
幼
稚
園
児

の
就
園
奨
励
金
・
保
育
料
軽
減
措

置
（
直
接
補
助
）
を
増
額
す
る
こ

と
に
つ
い
て
の
陳
情

議議
会会
日日
誌誌

本本
会会
議議
のの
概概
要要

陳陳

情情

のの

結結

果果

平
成
十
五
年
度
は
、
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ
と
ひ
ば
り
が
丘
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、

小
田
急
相
武
台
３
号
踏
切
改
修

事
業
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

ベ
ル
ホ
ー
ム
建
設
助
成
な
ど
投

資
的
ハ
ー
ド
事
業
の
完
成
と
一

昨
年
か
ら
引
き
続
く
福
祉
・
環

境
・
防
災
の
三
本
柱
を
基
本
に

改
革
・
改
善
と
債
務
解
消
等
へ

の
取
り
組
み
等
、
行
政
の
責
任

領
域
を
見
極
め
、
堅
実
に
第
三

次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
に

掲
げ
る
ソ
フ
ト
事
業
に
対
応
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ

に
議
会
並
び
に
市
民
皆
様
の
ご

協
力
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
今
後
と
も
市
民
と

進
め
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に

邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

議
会
に
お
か
れ
ま
し
て
も
相
互

牽
制
の
も
と
で
一
層
の
ご
指
導
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

さ
て
、
日
本
経
済
は
、
今
年

の
一
月
に
政
府
か
ら
月
例
経
済

報
告
が
出
さ
れ
、
昨
今
の
実
質

成
長
率
は
一
・
七
％
（
前
期
比
）

ア
ッ
プ
と
景
気
回
復
宣
言
と
と

れ
る
発
表
が
さ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
一
部
企
業
の
輸
出
の
伸

び
は
あ
る
も
の
の
、金
融
状
況
、

雇
用
、
賃
金
へ
の
明
る
さ
は
な

く
、
消
費
の
低
調
か
ら
内
需
は

伸
び
悩
み
、
景
気
回
復
へ
の
実

感
は
到
底
感
ず
る
も
の
で
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
地
方
自
治
体

も
バ
ブ
ル
崩
壊
以
来
の
経
済
環

境
は
年
々
厳
し
さ
を
増
し
、
昨

年
六
月
に
国
が
打
ち
出
し
た

「
三
位
一
体
改
革
」
の
暫
定
措

置
で
は
、
本
市
へ
の
国
庫
補
助

金
や
交
付
税
減
額
に
よ
る
影
響

額
が
約
五
億
円
で
、
税
源
移
譲

に
よ
る
配
分
約
二
億
一
千
万
円
を

上
回
る
こ
と
か
ら
も
さ
ら
に
厳
し

い
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
平
成
十

六
年
度
の
予
算
編
成
は
、
市
民
の

多
種
多
様
な
行
政
需
要
に
的
確
に

対
応
し
、
実
効
性
あ
る
施
策
を
展

開
し
て
い
く
た
め
、
費
用
対
効
果

を
基
本
と
し
て
、
行
政
評
価
と
一

体
と
な
っ
た
行
政
改
革
に
取
り
組

み
、
中
長
期
的
視
点
を
持
っ
て
健

全
な
財
政
運
営
を
図
る
と
と
も
に
、

事
業
の
量
か
ら
質
へ
の
転
換
と
事

業
の
必
要
性
、
緊
急
性
等
的
確
な

選
択
を
図
り
、
限
ら
れ
た
財
源
の

重
点
的
効
率
的
配
分
と
し
ま
し
た
。

な
お
、
大
き
な
行
政
課
題
で
あ

り
ま
す
市
税
等
の
歳
入
未
済
額
の

解
消
に
つ
い
て
は
、
市
税
等
収
納

向
上
特
別
対
策
委
員
会
で
新
た

な
法
的
手
段
の
導
入
と
判
断
基

準
等
の
検
討
を
進
め
て
お
り
、

昨
年
度
に
構
築
し
た
市
税
・
国

民
健
康
保
険
税
滞
納
管
理
シ
ス

テ
ム
か
ら
滞
納
者
を
一
体
と
し

て
処
理
す
る
収
納
体
制
を
確
立

し
、
さ
ら
に
収
納
嘱
託
員
に
つ

い
て
も
一
名
の
増
員
を
図
る
予

定
で
す
。

次
に
行
政
改
革
に
つ
い
て
は
、

第
三
次
行
政
改
革
が
三
年
で
約

二
億
四
千
万
の
削
減
効
果
を
上

げ
ま
し
た
。
本
年
度
も
行
政
改

革
大
綱
の
基
本
方
針
及
び
実
行

計
画
で
定
め
る
平
成
十
七
年
度

ま
で
の
改
善
効
果
の
目
標
達
成

と
向
上
を
目
指
し
、
職
員
一
丸

の
も
と
市
民
皆
様
の
ご
理
解
・

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
行
政
改

革
に
一
層
取
り
組
み
、
健
全
財

政
の
確
立
と
時
代
に
即
応
し
た

事
務
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
る

所
存
で
す
。
な
お
、
市
補
助
金

の
適
正
化
に
つ
い
て
は
、
座
間
市

行
政
改
革
審
議
会
に
諮
問
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
に
地
域
福
祉
計
画
の
策
定
に

つ
い
て
は
、
昨
年
六
月
に
実
施
し

た
地
域
福
祉
に
関
す
る
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
集
計
も
終
了

し
、
地
域
福
祉
に
つ
い
て
の
市
民

懇
談
会
か
ら
問
題
、
課
題
、
ご
意

見
等
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後

は
座
間
市
地
域
保
健
福
祉
サ
ー
ビ

ス
推
進
委
員
会
に
て
ご
審
議
い
た

だ
き
、
策
定
す
る
予
定
で
す
。

次
に
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、

乳
幼
児
を
抱
え
た
世
帯
や
交
通
の

利
便
性
を
考
慮
い
た
し
ま
し
て
、

本
年
七
月
よ
り
相
模
が
丘
地
域
の

空
き
店
舗
を
活
用
し
、
二
館
目
の

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

次
に
環
境
政
策
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
、
粗
大
ご
み
の
中
か
ら
再
利

用
で
き
る
家
具
類
を
修
理
・
再

生
・
還
元
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ
が
、
今
年
の
六
月
一
日
に

開
所
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、
二

酸
化
炭
素
や
化
石
燃
料
を
削
減

し
、
環
境
改
善
を
図
る
た
め
の

住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
設
置

助
成
制
度
を
平
成
十
六
年
度
か

ら
施
行
す
る
予
定
で
す
。

次
に
防
災
に
つ
い
て
は
、
防

災
備
蓄
倉
庫
及
び
備
蓄
資
機
材

の
整
備
と
拡
充
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
交
通
安
全
対
策
と
し
て

の
交
差
点
改
良
や
広
報
車
の
巡

回
及
び
学
童
交
通
指
導
員
の
増

員
な
ど
も
実
施
、
さ
ら
に
愛
の

ひ
と
声
運
動
の
モ
デ
ル
地
区
と

し
て
相
模
が
丘
地
区
を
追
加
指

定
し
、
ま
た
、
学
校
安
全
対
策

指
導
員
の
配
備
な
ど
安
心
安
全

な
街
づ
く
り
と
し
て
の
施
策
も

充
実
し
て
い
く
予
定
で
す
。

以
上
が
主
な
施
政
方
針
で
す
。

市
長
の
施
政
方
針
（
要
旨
）

議
会
を
傍
聴
し
ま
し
ょ
う

議
会
の
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
多
く
の
皆
様
の
傍
聴
を

お
願
い
し
ま
す
。

市
役
所
七
階
の
議
場
入
口
正
面
で
受
付
を
し
て
い
ま
す
。

（
各
委
員
会
は
、六
階
の
議
会
事
務
局
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
）

第
２
回
定
例
会
の
開
催
予
定

５
月
２８
日
�

本
会
議
（
総
括
質
疑
）

６
月
３
日
�

本
会
議
（
一
般
質
問
）

４
日
�

本
会
議
（
一
般
質
問
）

７
日
�

本
会
議
（
一
般
質
問
）

１０
日
�

総
務
常
任
委
員
会

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

１１
日
�

市
民
経
済
常
任
委
員
会

建
設
水
道
常
任
委
員
会

１４
日
�

基
地
対
策
特
別
委
員
会

１７
日
�

議
会
運
営
委
員
会

２１
日
�

本
会
議
（
討
論
・
採
決
）

請
願
・
陳
情
の
提
出

に
つ
い
て
お
願
い

第
二
回（
六
月
）定
例

会
で
、
審
査
を
す
る
た

め
の
請
願
・
陳
情
は
五

月
十
九
日（
水
）ま
で
に

議
会
事
務
局
に
提
出
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・お問い合わせ �２５２－８８７２（直通）
・市のホームページでも、市議会情報を提供しています。

（本会議会議録も閲覧できます。）

アドレス http : //www.city.zama.kanagawa.jp/
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